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第 2 章ではデマンドアサインメント多元接続(以下DAMA と略称する)方式の本質的特徴に基く様
態分類と，広域伝送交換統合システムとして構成される DAMAシステムの内部要素としての半交換点
と準中継回線の位置付けを示している。更に各種DAMA 方式と通常のブリアサインメント多元接続(以
下 PAMA と略称する)方式のトラヒック処理能力比較を行って小規模多方路トラヒック流への DAMA
有利性を示している。又 DAMA システム導入による経路選択方式や国際信号方式相互動作への影響を
論じた后， PAMA/DAMA混合系のトラヒック最適配分法の検討結果をも示している。
第 3 章では DAMA 実用化システムであるスペード・システムの具体的な交換制御方式の設計を，設
計条件と設計方針に基いて展開している。システム内信号方式や呼び処理手順等を決定した后スペー
ド端局装置交換制御部のハードウェア，ソフトウェア基本設計手順と結果について論述している。








元接続(Demand Assignment Multiple Access , DAMA) 方式の交換制御方式に関して行った研究
について述べたものであって，その成果を要約すると次のようである。
(1) 旧来の多元接続システムである PAMA(Preassignment Mul tiple Access) 方式と比較検討し，
DAMA 方式の特徴を明示している。また， PAMA/DAMA 混合系におけるトラヒック最適配分につ
いて検:討・している。
(2) 上記の検討を基礎とし， DAMA システムの実用化第一号システムである SPADE システム(Sin-






* (SDMA: Space Division Multiple Access , SS: Satelite Switch, TDMA: Time Division 
Muli tple Access) 
-401 ー
